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＜戦後 80 年企画＞ 

◆ 寺崎武男・平和の祈り展 渚の駅たてやまギャラリー 

   ５月 17 日（土）～ 6 月 10 日（火） ※ 5/26 休館 

▶ ギャラリートーク 5/18・6/1（日）13:30～14:30 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 寺崎武男は、明治期にイタリアへ渡り、伝統的な欧州美術の研究

をし、日本へ紹介しました。ベネツィア・ビエンナーレで日本人初

の受賞し、ローマで開催された日本美術展で通訳兼コーディネータ

ーを務め、海外では高く評価されていますが、日本ではあまり知ら

れていない〝幻の国際画家〟です。 

 

寺崎は、欧州滞在時に２度の大戦を体験し、館山でも最前線航空基

地の間近で戦争突入と米占領軍上陸を目撃しており、人一倍強く平

和を希求した想いが作品に現れています。 

 

＜関連美術展のご案内＞ 

 遥かなるイタリア 

～川村清雄と寺崎武男展 

4/19（土）～ ６/８（日） 

目黒区美術館 

   （東京都目黒区目黒 2-4-36） 

※当法人から作品資料を貸出中！ 

 ヨーロッパで世界大戦を経験し、大正期から館山に別荘をもち、後に暮らした自宅近くに館山海軍航空

隊が開かれました。ここでは、空母パイロット養成の離着陸訓練や落下傘部隊の降下訓練がおこなわれま

した。誰よりも強く平和を願った寺崎は、終戦直前の 8 月１日に『天照皇大神 永遠の平和』や終戦翌春

に『平和来たる春の女神』を描いています。これらは目黒区美術館で開催中の企画展で鑑賞できます。 

 館山の「平和の祈り展」では、房総開拓神話・キリスト教・仏教などの宗教画とともに「戦後 80 年」

を迎える館山の戦争遺跡などを紹介します。 

 

 
 お城を描いたこの作品は、右下隅に小さく ＜館山に 

敵入る 昭和 20 年 9 月 1 日＞と書かれています。実際の

館山城は、天守閣のない城郭でした。その２日前の８月

30 日には、アメリカ占領軍の先遣隊 116 名が「館空」

へ上陸しています。上半身裸で銃を担いでいたという証

言もあり、強奪強姦などの事件も館山警察に立件されて

います。物々しい状況を目の当たりにし、画家として何

かを描かずにいられない衝動があったかもしれません。 

よく見ると、左からお濠を越えて城内に侵入する松明

の集団がいます。目撃した占領軍を写実として描くわけ

にいかず、空想画のように描いたのでしょうか。ほぼ見

えにくい文字で小さく「敵入る」と書き入れたことに、

作家の想いを想像するしかありません。 

そして、９月３日には正規の占領軍 3,500 人が上陸

し、本土唯一の「直接軍政」が敷かれています。 

詳しくは、ギャラリートークをお楽しみに！ 

◆ 第 89 回 知恵袋講座       ＜ 知恵袋講座は、NPO メンバーが講師となって、楽しく学び語り合う茶話会です。＞ 

参加費：会員 200 円/非会員 500 円（茶菓子・資料つき）予約不要 

 5 月 17 日（土）13:30～16:00  菜の花ホール 第１集会室  

語り手：関和美さん「安房の文化振興に貢献した医師・原進一」 

戦後に安房医師会長でもあった鴨川の医師・原進一は、図書館長も務めるなど、安房の文化活動に

貢献しました。画家の横山大観や寺崎武男、彫刻家の長谷川昴らとも親交があったといわれます。 

近年、遺族から資料提供を受け、調査研究が進みました。 

寺崎武男「天守閣（城）桃山時代」 <館山に敵入る> 

1945.9.3.米占領軍が館山上陸、本土で唯一の「直接軍政」 



◆ 製作に協力したドキュメンタリー映画が 2 本完成しました！ 

館山市布良を舞台に撮影！ 

映画『世界一の夕陽と生きる』 

金高謙二監督は館山海員学校（現在の館山海城技術学校）

卒業生。2015 年に第 21 回安房地域母親大会で、映画 

『疎開した 40 万冊の図書』上映と監督トークショーを 

開催したときからのご縁です。詳しくは房日新聞の連載で

紹介してくださいました。 

＜試写会＞  参加無料・安房地域住民対象 

上映 105 分：受付 30 分前に整理券配布 

6/8（日）10:30/14:30/17:30 

南総文化ホール 小ホール（館山市北条・定員 300 名） 

 6/28（土）10:30/14:00 

   館山市立房南小学校 体育館（館山市佐野・定員 200 名） 
  

 出演は、地元の方たちをはじめ、 

池田恵美子（NPO 法人安房文化遺産フォーラム） 

 高田宏臣（安房大神宮の森コモンプロジェクト） 

 通称「夕陽の小出」こと小出一彦（NPO 会員の写真家） 

布良崎神社・青木繁「海の幸」記念館 なども登場。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



＊NPO 法人安房文化遺産フォーラムの池田恵美子共同代表が赤山地下壕跡を案内しました。 

赤山地下壕跡・かにた婦人の村でも撮影 

映画 『医の倫理と戦争』 

旧日本軍の 731部隊（関東軍防疫給水部）は中国で細

菌兵器の開発を進め、医療者は人体実験に協力させられ

ました。慰安婦問題しかり、二度と起こらないように、

故日野原重明先生が顧問、西山勝夫先生や川嶋みどり先

生が世話人をされる「戦争と医の倫理」の検証を進め

る会が調査をすすめてきました。これらの協力を得て、

南房総市の伊藤真美医師（花の谷クリニック院長）の

呼びかけにより、山本草介監督、「安全保障関連法に反

対する医療･介護･福祉関係者の会」が共同製作。 

＜上映会＞   映画上映（77 分）＋ 関係者対談 

5/18（日）13:30～16:00   要予約 1,000 円 

連合会館（千代田区神田駿河台・定員 90 名） 

 6/22（日）14:00～16:00    要予約 無料 

  千葉市文化センター5F ｾﾐﾅｰ室（千葉市・定員 140 名） 

7/19（土）13:30～16:00   要予約 1,000 円 

  とみうら元気倶楽部さざなみﾎｰﾙ（南房総市富浦町・100 名） 
 

   

▼ 参加希望は左記 QR から   

 各上映会にアクセスし申込む。 

  

【MEMO】 

戦後、赤山地下壕跡に約

40 年暮らしたキノコ研究者

がいました。壕内は温度や

湿度が年間ほぼ一定のた

め、菌類であるキノコ栽培

に適していたようです。 

高校教諭だった愛沢伸雄

代表は、戦跡を調査してい

た 1990 年代にキノコ研究者

と出会いました。 

彼は赤山地下壕跡の公開

前に亡くなりましたが、 

戦前は農業研究者で、戦時

中は731部隊員として防疫に

従事していたと、晩年語っ

ています。 

今も壕内に残る五右衛門

風呂やボイラーは、彼が住

んでいた証です。 



＜当面のガイドスケジュール＞ 

 5/27（火）10:30-16:30 神奈川私鉄労組 23 名＝赤山・座学・大房岬 

 5/30（金）10:00-11:00 君津文化協会 15 名＝赤山 

 6/1・15（日・県民の日）9:30～12:00 赤山地下壕ガイドサービス 

 6/8（日）8:30-16:30 明星大学教育学部 15 名＝座学・大房岬・震洋・掩体壕・赤山・四面石塔 

 6/ 9（月）10:00-15:30 千葉県弁護士会憲法委員会 10 名＝赤山・座学・大房岬 

 7/11（金）10:30-15:00 木更津市八幡台公民館 30 名＝座学・赤山・掩体・四面石塔 
 

映画「うんこと死体の復権」                    美遊空間四国 
トークショー 高田宏臣さん vs 伊沢正名さん 2025.4.27.   池田恵美子さんに聞く 「館山まるごと博物館」 ① 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◀ 調査報告書『寺崎武男 生誕 140 年・平和の祈り』 

          頒価 1,000 円 （2025.4.増補版） 

【目次】 

01- ＜ごあいさつ＞ 池田恵美子 

03- 年譜 

05- 履歴書 

06- ファミリーヒストリー：家系図 

07-＜イタリア図書＞ 寺崎裕則「“幻”の画家 寺崎武男伝」 

12-＜作品調査報告＞ 尾形純「多彩な支持体を用いた絵画技法と修復」 

15-＜講演レジュメ＞ 石井元章「日伊交流史における寺崎武男」 

17-＜調査報告＞ 愛沢伸雄「手帳や書簡から見える寺崎武男の世界」 

31- 法隆寺の壁画／管主・佐伯定胤上人との交流 

35-＜家族との手紙＞ 次兄 熊雄／母 セツ／長兄 渡 

37-＜友人との手紙＞ 呉建／大類伸 

39-＜友人との手紙＞ 南薫造／平井武雄 

40-＜弔辞＞ 大類伸「寺崎君の夢」 

41-＜回顧展メッセージ＞ 三島由紀夫 

42- はるかなるイタリア／ツアーガイドのご案内 

43- 戦後 80 年企画 ～ 寺崎武男 平和の祈り展 

▷ ｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾌﾟ「館山まるごと博物館」 

NPO会員は、サポートスタッフ

としての同行も大歓迎です。

事務局へご連絡ください。 

＊いのちの循環を考えるイベント＊  

昨年来、連携を図っている＜安房大神宮の森

コモンプロジェクト＞運営委員会と協働で映画

会を開催。県内外の遠方を含み、150 名と大盛況

でした。排泄物も遺骸も本来は土に還る循環と

考える二人のトークショーは、忘れられていた

自然の摂理を考えさせられる深い内容 

でした。YouTube 動画を視聴できます。 
 

▷ チャンネル「安房文化遺産フォーラム」 
 

＜おすすめ書籍＞ 

今回の放送は、活動の動機や経緯、ハングル四面

石塔、館山ゆかりの画家（青木繁・寺崎武男）など

を紹介しました。戦争遺跡は来月配信の予定です。 


